
Cisco UCS Central のアップグレード

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS Centralのリリース 1.4へのアップグレード, 1 ページ

Cisco UCS Centralのリリース 1.4 へのアップグレード
スタンドアロンモードまたはクラスタモードのいずれかでCiscoUCSCentralをアップグレードで
きます。すでにスタンドアロンモードのインストールを使用している場合でも、リリース 1.4に
アップグレードする際に、クラスタモードで環境を設定できます。クラスタセットアップをアッ

プグレードする場合は、を参照してください。クラスタモードでの Cisco UCS Centralのインス
トール

ご使用のシステムが Cisco UCS Centralリリース 1.4のシステム要件を満たしていることを確認し
ます。システム要件を参照してください。

重要 • Cisco UCS Centralリリース 1.4では、最低 12 GBの RAMおよび 40 GBのストレージが必
要です。VMの RAMがこの要件を満たし、disk1のサイズが 40 GBにアップグレードさ
れていることを確認します。そうしない場合、アップグレードは失敗します。

•アップグレード後、CiscoUCSCentralのHTML5UIにログインする前に、ブラウザキャッ
シュをクリアしてください。

CiscoUCSCentralリリース 1.4は、CiscoUCSManagerリリース 2.1(2)、2.1(3)、2.2(x)、2.5(x)MS、
3.0(x)、および 3.1(1)をサポートします。Cisco UCS Centralをアップグレードする前に、まず
Cisco UCS Managerをサポートされているリリースバージョンのいずれかにアップグレードす
る必要があります。最初に Cisco UCS Managerをアップグレードしないと、Cisco UCS Central
はバージョンの不一致についてエラーを生成し、登録された Cisco UCSドメインはすべて、
Cisco UCS Centralからのアップデートの受信を停止します。

注意
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サポートされるリリース 1.4 へのアップグレードパス

Cisco UCS Centralのリリース 1.4(1a)へのアップグレードは、次の 2つのリリースのいずれかから
のみ可能です。

• 1.2から 1.4(1a)へ

• 1.3から 1.4(1a)へ
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重要 • Cisco UCS Centralを 1.4にアップグレードする前に、次のことを実行する必要がありま
す。

◦ Cisco UCSManagerが 2.1(2)以降であることを確認します。完全な機能サポートを保
証するために、CiscoUCSManagerを最新バージョンにアップグレードすることを推
奨します。

◦ Cisco UCS Central 1.0または 1.1を、サポートされる Cisco UCS Central 1.2パッチリ
リースのいずれかにアップグレードします。

リリース 1.0または 1.1から 1.2へのアップグレードでは、ISOアップグレードのみ
がサポートされています。

◦アップグレードプロセスを開始する前に、完全状態のバックアップが取られている
ことを確認します。

•障害の発生時に環境を再作成できるように、バックアップと復元のオプションを使用す
ることができます。アップグレードをするために、バックアップと復元を使用すること

は推奨されていません。以下は、バックアップと復元の推奨されるベストプラクティス

です。

◦ Cisco UCS Central VMが失われたというディザスタリカバリシナリオでは、完全状
態のバックアップを使用します。

◦既存の Cisco UCS Central VMのバックアップファイルから設定をインポートするた
め、設定のインポートを使用します。

◦完全状態のバックアップでは、CiscoUCSCentralでダウンロードされたファームウェ
アイメージはバックアップされません。新しい Cisco UCS Central VMを展開すると
き、また完全状態のバックアップから復元するときは、Cisco UCS Centralでもう一
度ファームウェアイメージをダウンロードしてください。完全状態の復元を行った

後、一時停止モードからCiscoUCSドメインを認識する前に、ファームウェアイメー
ジをダウンロードする必要があります。

•次のオプションは、1.4ではサポートされていません。

◦ samdb設定インポートの消去。

◦ Cisco UCS Centralリリース 1.0および 1.1からのアップグレード。

◦ Cisco UCS Centralリリース 1.4を復元するための、Cisco UCS Centralリリース 1.0ま
たは 1.1からの完全状態のバックアップ。

◦ Cisco UCS Centralリリース 1.4から設定をインポートするための、Cisco UCS Central
リリース 1.0または 1.1からの設定のエクスポート。

◦ Cisco UCS Centralリリース 1.4から Cisco UCS Centralリリース 1.0または 1.1へのダ
ウングレード。
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スタンドアロンモードでの Cisco UCS Central のアップグレード
現在動作しているの RHELカーネルのバージョンおよびすべての Cisco UCS Centralコンポーネン
トのアップグレード手順は、次の通りです。この手順ではすべての Cisco UCS Centralデータが保
持されます。

はじめる前に

Cisco UCS Centralリリース 1.4の ISOイメージを取得しておく必要があります。Cisco.comからの
Cisco UCS Centralソフトウェアの入手を参照してください。この手順を実行する前に、Cisco UCS
Centralデータをバックアップすることをお勧めします。

手順

ステップ 1 必要に応じて VMを再起動し、CD-ROMから起動するブートオプションに変更します。

ステップ 2 Cisco UCS Central ISOイメージを仮想 CD/DVDドライブにマウントします。

ステップ 3 ISOイメージの [Cisco UCS Central Installation]メニューから、[Upgrade Existing Cisco UCS Central]
を選択します。

ステップ 4 アップグレード完了後に、仮想 CD/DVDドライブから Cisco UCS Central ISOイメージをアンマウ
ントします。

ステップ 5 Cisco UCS Central VMを再起動します。

クラスタモードでの Cisco UCS Central のアップグレード

重要 •クラスタの両方のノードで ISOのアップグレードを完了する必要があります。任意の順
序で両方のノードのアップグレードを実行できます。クラスタ設定は、両方のノードが

同じリリースバージョンの Cisco UCS Centralを実行している場合にのみ使用できます。

•クラスタのノードAおよびノードBの両方で次の手順1～5を確実に実行してください。

はじめる前に

このリリースのCisco UCS Central ISOイメージを入手しておく必要があります。Cisco.comからの
Cisco UCS Centralソフトウェアの入手を参照してください。この手順を実行する前に、Cisco UCS
Centralデータをバックアップすることをお勧めします。必ず共有ストレージの接続性を確保して
ください。
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手順

ステップ 1 ノード Aまたは Bの UCS Central VMをシャットダウンし、CD-ROMから起動するブートオプ
ションに変更します。

ステップ 2 仮想 CD/DVDドライブで Cisco UCS Central ISOイメージの電源を入れてマウントします。

ステップ 3 ISOイメージの [Cisco UCS Central Installation]メニューから、[Upgrade Existing Cisco UCS Central]
を選択します。

ステップ 4 アップグレード完了後に、仮想 CD/DVDドライブから Cisco UCS Central ISOイメージをアンマウ
ントします。

ステップ 5 Cisco UCS Central VMを再起動します。

ステップ 6 もう一方のノードで、手順 1～ 6を繰り返します。

ステップ 7 両方のノードをアップグレードしたら、HA選択が完了するまで待機し、いずれかのノードでクラ
スタ状態を確認します。
UCSC-A# show cluster state
Cluster Id: 0xYYYYYY
A: UP, PRIMARY
B: UP, SUBORDINATE
HA READY/HA NOT READY
ノードのどちらかがプライマリとして選択され、残りがセカンダリとなります。

CiscoUCSドメインの登録状況と可用性によっては、HAステータスがアップグレード前の状態と
同じままになります。

クラスタセットアップでは、RDMリンクがプライマリノード上でダウンすると、DMEがデー
タベースに書き込めなくなります。これにより、プライマリノード上のクラッシュと下位ノー

ドへのフェールオーバーが発生します。下位ノードがプライマリノードとして処理を引き継

ぎます。その後で、データベースが新しいプライマリノード上で読み書きモードでマウント

されます。RDMリンクがダウンしているため、古いプライマリノードでアンマウントが失敗
します。RDMリンクが機能するようになると、データベースは古いプライマリ（現在の下位）
ノード上で読み取り専用モードでマウントされます。

回避策として、現在の下位ノードでpmonサービスを再起動するか、ノード自体を再起動する
ことができます。これらのプロセスのどちらでも、読み取り専用パーティションがアンマウン

トされ、適切なクリーンアップが実行されます。

（注）

スタンドアロンモードからクラスタモードへCisco UCS Centralを変更

はじめる前に

この手順を実行する前に、Cisco UCS Centralデータをバックアップすることをお勧めします。
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ISOイメージを使用して、Cisco UCS Central 1.0から 1.1にアップグレードします。参照先スタン
ドアロンモードでの Cisco UCS Centralのアップグレード, （4ページ）

手順

ステップ 1 VMを停止します。

ステップ 2 VMに共有ストレージを追加します。Hyper-VのRDM共有ストレージの追加とセットアップまた
はVMwareでの RDM共有ストレージの追加およびセットアップを参照してください。

ステップ 3 VMを起動し、VMが開始するまで待ちます。

ステップ 4 ローカル管理に接続するためのローカル管理コマンドを実行します。

a) central-lun connect local-mgmt#と入力し、Enterキーを押します。
b) UCS(local-mgmt)# enable cluster[Peer Node IP][Cluster Virtual IP]コマンドを入力し、Enterキー
を押します。
This command will enable cluster mode on this step. You cannot change it back to
stand-alone.
All system services and database will also be restarted.
Are you sure you want to continue? (yes/no)

ステップ 5 「enable cluster mode」プロンプトで、yesと入力し、Enterキーを押します。

ステップ 6 共有ストレージデバイスの入力を求められた場合、共有ストレージデバイス番号を入力し、Enter
キーを押します。

この VMは、デフォルトで Forced Primaryにされるクラスタのノード Aになります。

システムは、スタンドアロンモードからクラスタモードに変換して、ローカルディスクから共

有ディスクへすべてのデータを転送します。

ステップ 7 クラスタの状態をチェックします。ノードがプライマリに選択されたように表示されます。

ノード Bをクラスタに追加できます。参照先ノード Bへの Cisco UCS Centralのインストール

Cisco UCS Centralのセカンダリノードをインストールする前に VMが再起動した場合、
プライマリノードのデータベースおよびサービスは使用できません。cluster forceprimary
コマンドを実行して、プライマリノードの VMのデータベースとサービスをリカバリし
ます。

注意
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